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広 報 連 絡 

<市長記者会見資料> 

 

１ 件   名  おかやま親子応援メールについて 

         ～コロナ禍の影響を受けている子育て世帯への対応について～ 

２ 趣   旨 

   新型コロナウイルス感染拡大の影響で、日常生活に困難を抱える子育て家 

庭と支援団体をつなぎ、定期的にメールマガジン・ラインによる支援情報を配 

信する仕組みを岡山市、岡山市社会福祉協議会、ＮＰＯと協働で創設し運用開 

始しました。 

 

３ 概要・進捗    

（１） 登録状況：１，５１３世帯（７月末現在） 

７月９日から、就学援助受給世帯（児童数約７，５００人）・児童扶養手

当受給世帯（約６，０００世帯）を中心に郵送等で登録案内を実施。 

（２）配信状況：７回１４件の支援情報を配信しました（８月２１日現在） 

   ７月１７日に配信を開始。今後も週１回程度配信予定 

[配信情報] 食材や生活用品配付、弁当配付、ひとり親交流会、 

プログラミング体験、オンライン学習支援ほか    

（３）登録時アンケート集計結果 別紙のとおり 

 

４今後の取組 

 ・支援を必要とする人と支援団体がつながることができるよう、引き続き登

録を促進します。 

 ・支援ニーズに対応した支援活動を行える団体を開拓し、情報の発信を進め 

  ます。  







おかやま親子応援メールアンケート集計結果 

 

① アンケート概要 

ア 方法  就学援助受給世帯（児童数約7,500人）、児童扶養手当受給世帯等（約6,000世帯） 

に郵送で、おかやま親子応援メール登録を案内し、登録時にインターネットフォ

ームでアンケートを実施。 

イ 期間  令和2年7月10日～7月31日 

ウ 人数  1,513人（世帯） 

 

② 集計結果概要 

ア コロナの影響（困り事・不安）           

「大きくあった」「多少あった」「今後ありそう」  

を併せると困り事・不安がある人が約91%(1380人) 

であり、生活困窮家庭へのコロナの影響の大き 

さが伺える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 困りごとの内容（複数選択) 

経済的な困窮だけでなく、子どものストレスや学習の遅れなど、子どもの育ちの不安が多い。 

また、親のストレスや子どもを預ける人がいないなど親自身の困難な様子も伺える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別 紙 

経済的困難 

子どもの 

育ちの困難 

親の困難 

（人） 

 

N=1513 

N=1380 

N=1380 

イ その困り事はいつから 

コロナの影響で発生した困り事が 57%だ

が、以前からの困り事でありコロナにより

より強くなった人が 40％。従来から困難を

抱えており、その度合いが厳しくなった様

子が伺える。 

 



エ 必要な支援（複数選択） 

子どもの一時預かりが最も多く、次いで子どもの体験活動の支援、食料・生活用品の支援。 

ニーズに対応する支援情報の発信が必要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オ 困り事があった時に頼れる相手（複数選択） 

 近くにいる親や親せき、友人知人などが主に頼れる相手であるが、一方で「頼れる相手がいな 

い」という人が全体の約29％おり、孤立している状況が伺える。 
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